PHARMANEX

ファーマネックス・ヒストリー
それは、１人の研究者の夢から始まりました。その夢とは「多くの人々の健康に貢献できる効果のある医薬品レベルの栄養補助食品を作る」こと。医療と薬品の進歩は、病人を長生きさせることを優先し、健康を保つための研究は遅れました。確かに平均寿命は延びましたが、寝たきりで長生きすることが幸せでしょうか。また医薬品の開発には、長い年月と膨大な費用がかかり、重大な副作用を伴うこともあります。そんな医薬品の限界を感じた、誠実な科学者が、情熱と誠意で実現したのがファーマネックスです。

その設立者であり代表的な科学者がマイケルチャンです。

マイケル・チャン博士
博士号取得後マサチューセッツ工科大学で生化学を中心に研究を進め、30以上の特許を取得している科学者です。

特に1985年以降は、漢方薬の研究や新薬開発に携わり多大な貢献をしている。アメリカでも５本の指に入る科学者として知られている。新薬開発のスペシャリストであり、漢方ハーブのエキスパート。
（専門分野）　総合化学、医薬科学、天然産物、分子構造

[image: image1.jpg]


（研究分野）炎症、アテローム性動脈硬化症、血栓症へ老化及び骨の新陳代謝、抗感染症

（職歴）1987~88  Merck Sharp&Dohme Co.Ltd.医薬化学部門副所長

　　　  1988~93  Rohne Poulenc Roder Inc医薬化学部門所長

1994 Arquel Inc.医薬部門副社長

1994 シゲノン製薬　社長

1996~    ファーマネックス上席副社長

ファーマネックスは、天然成分を使用した栄養補助食品のリーダーとして、独自の技術を用いた製品をアメリカ

アジア、ヨーロッパ各国に提供しています。研究・開発部門の上席副社長、マイケル・チャン博士は、かつて製薬業界で研究を続けながら、世界各地で、５万種以上の植物エキスのサンプルを収集、研究しました。この研究を通して植物科学の分野で、健康に良い植物成分に関する、世界屈指の専門家となりました。チャン博士は次の３点をポイントとしています。
1、 多くの植物には健康に役立つ特性があり、化学的に立証できる。

2、 １つの植物に含まれる複数の成分を併用して、はじめて栄養学的有用性が得られる

3、 そのまま使用しても必ずしも健康に役立つとは限らないが植物の成分を抽出、濃縮することで栄養学的有用性が期待できる。

これらの発見と更なる研究で、博士はこれまでの研究を活かして栄養補助食品を作ることが人々の健康の維持に貢献できる方法だと確信しました。そして博士は製薬会社を離れ栄養補助食品開発、製造という新たな道を歩みはじめました。これがファーマネックスの経緯です。

ファーマネックスは化学及び生物学的な有用成分を確認後その成分を原材料から分離し、独自のプロセスで配合して製品を開発しています。栽培方法や収穫方法を含め、原材料の生産を直接管理し、常に高い品質の成分を確保するために独自の抽出テクノロジーも開発しています。また優れた製品作りのために規格化された製造技術を確立し、製品の内容をテストするための厳しい検査方法を採用しています。今日、ファーマネックスの研究チームは７０名を超える専属のノーベル賞級科学者から構成され世界のさまざまな研究機関に属する１５０名の科学者と共同で研究を進めています。チャン博士は確固とした信念と忍耐力で、人々の健康に役立つ製品を世の中に送り出すという夢を実現したのです。マイケル・チャン博士の夢に自然科学のあらゆる分野のスペシャリストが賛同し、世界最高峰の科学者たちが協力者として終結しました。予防医学のドリーム・チームです。

世界初！医薬品として扱われる栄養補助食品会社の誕生
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１、サイエンティフィック・アドバイザリー・ボードscientific advisary board

ファーマネックス製品の開発・研究に携わる科学者をご紹介します。

カール・ジェラッシ博士
スタンフォード大学科学部教授。経口避妊薬『ピル』の生みの親として知られる博士は１７の名誉博士号を持ち、数々の化学賞を受賞しているが、米国科学勲章と科学技術章の両方を受章している唯一の科学者。英国『サンデータイムスマガジン』の『世界最高峰の科学者たちによる２０世紀（1000年間）の偉人３０傑を選ぶ』という企画で、存命中の人間として唯一選ばれている人物である。
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その他２９人の中には、エジソン、紫式部、ニュートン、コロンブス、レオナルドダビンチ、等、歴史に残っている方ばかりである。現存の世界一の科学者。
中西香爾　博士
コロンビア大学科学部教授。10カ国以上の国から研究成果についての表彰を受け、科学分野の組織から何度も表彰されている。その貢献により全米科学協会において、中西賞（Nakanisi Prize）が設立されている。特に有名な研究は「イチョウに関する研究（イチョウの有益なエキスを分離することに成功）」日本を代表する世界的科学者
「200種に及ぶ科学合成物（人体、植物、動物の生態に影響するもの）機能の発見」など、自然科学分野でなくてはならない成果を残す。日本でも平成11年度文化功労賞を受賞。ちなみに、アメリカでは
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イチョウの木を「ナカニシツリー」といわれるほど、影響力を与えている。
レスター・A・ミッシャー博士
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カンザス州立大学医療科学部名誉教授。デトロイト・ウェイン大学で博士号の学位取得した抗酸化物質のスペシャリスト。緑茶に含まれるEGCGがビタミンCの100倍、ビタミンEの25倍もの活性酸素抑制作用があることを発見。活性酸素は細胞にダメージを与え、ガンを始めとした多くの病気を誘発するといわれている。
バーバラ・C・ハンセン博士
メリーランド医学大学生理学部教授。肥満と糖尿病研究センター所長。米国科学アカデミー医学協会会員。ダイエットと糖尿病に関する権威である。UCLAで科学博士号と医療科学博士号を取得。ワシントン大学で生理学と心理学の博士号を取得。

デビット・ヒーバー医学博士
UCLA調査官、政府の諮問委員も勤める。UCLA人間栄養学センターの設立者の一人で、ディレクター
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論文は60を超え医学関係の調査論評の最高峰と称される権威。ファーマネックス社のコレスティンについて99年２月刊行のAmerican Journal of Clinical Nutrition誌で臨床研究結果を報告。米国で5700万人と称されるコレステロールに問題のある人たちに対して「心臓発作を起こした人たちへの処方薬の有用性は評価できるが、発作を起こす前の人たちがダイエット、スポーツ療法でもコレステロールが下がらない場合には天然ハーブ（＝コレスティン）による治療は、発作にリスクを減少させる予防効果が非常に高い」『医療機関での処方薬と比較しコレスティンが健康面ではるかに優れている』との指針を示した。
ジェームス・リッピ博士
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タフツ大学医学部教授。同大学臨床ライフスタイル研究センター所長、心肺機能の健康及びスポーツ栄養研究所を監修。大リーガーのノーラン・ライアン、フィギアスケート金メダリストのペギー・フレミング等の有名スポーツ選手への指導でも有名。心臓病の権威。

ジョージ・ハルパーン医学・科学博士
カリフォルニア大学デービス校医学部・栄養学部名誉教授。医学と科学の両方で博士号習得。香港大学伝承中国医学校教授も務める。世界71カ国において講義。医学の博士号はパリ大学にて南パリ大学薬学部で科学博士号を取得その論文は最優秀賞を受賞。国内外の科学協会26機関に所属。ロンドンの王立医学協会会員。
[image: image8.jpg]



　　　　　　　　　　　　　　シュー・チン・リン博士
元国際きのこ協会議長。ウィスコンシン大学で博士号取得。ハーバード大学で研究。菌糸類（特にきのこ）についての世界的な権威。

士デビィット・チョン博
マッカイのメモリアル・ホスピタル（台湾）の元院長。世界的な癌の予防及び治療の権威。国防医療センターで博士号取得。ワシントン大学、ウェブスター大学癌センターで研究。100に及び臨床研究レポート等で癌情報（栄養学的、精神学的な見地から）を公開。研究成果は癌研究の専門家に提供される。
サム・カン博士
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ソウル国立大学で博士号取得。イリノイ州立大学で研究。韓国の薬用植物から50以上の生物学的な新発見をしたことで有名。生物学的な有効要素の識別及び構造解明を専門とする。韓国科学協会及び医薬科学協会から研究業績を表彰。論文は160を超える。

ベンジャミン・チャン医学博士
国際脂質情報事務局（台湾）及び心臓医学リサーチ財団シナ代表。国防医科大学、心肺医学大学ロンドン研究所、ミシガン大学医学の名誉教授。高血圧及び心臓疾病のスペシャリスト。米国医学会（Echocardiography）編集委員
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論文は約300。

レスター・パッカー博士
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UCB（カリフォルニア大学バークレー校）細胞生物学及び分子構造学教授。フィンランド科学院、ブエノスアイレス医学校、アルゼンチン・アカデミー会員。専門分野は人体の栄養素における酸化と酸化防止。著作「抗酸化物質の奇跡」でビタミンCとEのコンビネーションを示し、抗酸化防止機構についての常識を作り上げた。論文は700を超え著作も70冊を数える。科学研究グループ8機関、科学雑誌6誌のメンバーを務める。
カイ・ヒューイ・ウォン博士

全米科学協会学者賞、国際炭水化物賞、酵素エンジニアリング賞、プレジデンタル賞の受賞者。専門は炭水化物
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各賞の評価は「人の健康増進に重要な自然抽出物をより安全で有効性を備えるために重要な役割を果たす」というもの。論文は400を超え、取得特許は60以上。

名取　信策博士
昭和大学教授。東京大学を経てブリテッシュ・カウンシル奨学生、ノッティンガム大学等で化学を専攻。

製薬化学リサーチ財団検査官及び同財団日本協会理事。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他百数十名！

２、協力研究機関

米国　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国

協力提携機関と協力者を見れば、　

今後、この会社を抜く栄養補助食品会社は出てこない

と言われるのも理解できます。

３、従来の栄養補助食品との決定的なプロセスの違い！

ファーマネックスでは問題解決のために6Ｓプロセスという独自の開発方法を採用しています。

化学に基つく信頼性と技術力。設備の整った研究施設で、一貫した研究開発チームが徹底した成分分析と品質検査で製品を作り出す。天然植物を原料とし４０名以上の研究者、一流の大学・研究機関とのネットワークで、徹底した実験のもとでファーマネックス独自の栄養補助食品の品質を検証しています。気候・気温・大気・土壌・採取法・貯蔵法・製法・品質管理などにより、製品の質は大きく左右されます。これらの条件のうちどれか一つを軽視しても良い製品はできません。ファーマネックスの研究開発チームはよりよい製品をお届けするために、これらすべての条件に注意を払っています。すべての工程が適切に運営されてはじめて製品は厳しい検査基準に合格します。ファーマネックスのチームは自ら持つノウハウを利用し、研究・開発チームが一貫して行うことで良質の製品を提供しています。その結果、数多くの特許製品が開発されます。そして開発された製品の安全、安定、有用性を確保するためには、例えば、中国とチリに生産農場を持つことにより、季節がまったく逆なことを利用して、１年を通じて有効な成分を確保しています。では６Ｓプロセスをご紹介します。
優れた製品を生み出すもっとも重要な条件「6Sプロセス」

この開発プロセスにファーマネックス製品のすべてが凝縮される。
The 6S quality Process

1,選択　Selection
健康に役立つといわれている植物は数多くありますが、ファーマネックスの厳しい選別基準をパスすることは簡単ではありません。アメリカとアジアの専門家で構成される研究開発チームは調査とデータベース分析を行い、植物の特性と利点についてあらゆる情報を収集、検討し何が大切かを選び出し、さらに、ファーマネックスの厳しい検査に合格した植物だけが製品化に向けた次のステップへと進みます。

2,原産地　Source

ある植物を利用することが決定した場合、研究開発チームは原料の産地を調査します。よりよい品質の原料が必要です。植物学及び化学的な観点から総合的評価を下し基準を満たした原料だけを使用します。

原産地決定後、原料の量と質が基準に合致するかを検査します。
3,構造　Structure

ファーマネックスでは中国及びアメリカの大学や研究所と共同で植物に含まれる天然成分の構造を分析しそれぞれの植物の健康に役立つ有用成分を分離して、化学構造を厳格に調査します。構造調査を厳格に行う事により高品質製品を常に供給できる体制が整います。

4,標準設定　Standardization

植物の成分は条件によって大きく変化します。例えばイチョウの葉の成分濃度はその栽培地・季節採取方法によって３倍違います。ファーマネックスでは厳しい基準を設けて、可能な限りよい状態の成分を使用しています。

5,安全性　Safety
常に心がけているのは厳しい安全基準を設けそれをクリアすることです。原料が長期にわたって採取されてきたという事実に基き、最初の評価安全テストが行われます。次に製品の使用方法を調査し、その使用方法の安全性について詳しく検査します。すべての製品に対して微生物テスト毒素分析、重金属分析が行われます。ファーマネックスは消費者の皆様に安心してお使いいただける製品をお届けすることに全力を傾けています

6,実証主義　Substantiation

　製品は厳しいテストによって様々な角度からその有用性を実証されます。医薬品レベルのダブルブラインド・テストを始め、一流の研究機関の臨床実験で製品の効果を証明しています。ファーマネックス社の最高品質への取り組みは実証主義に立っており、数々の結果を残しています。
・コロンビア大学・カンザス大学


・スタンフォード大学・ハーバード大学


・コーネル大学・カリフォルニア大学LA校


・カリフォルニア大学ＳＦ校・タフツ大学


・バーデュー大学・スクリップ研究所





・上海医科大学・北京医科大学


・北京大学・中国医薬材料研究所


・北京ユニオン病院


・マテリア・メディカ研究所


・インスティチュート研究所


・中国政府




















